










要約 骨代謝を直接かつ特異的に反映し,血清値の増減が年間成長率に並行するオステオカ

ルシン(以下,BGP)が,先天性副腎過形成症(以下,本症)の長期管理において,患児の成長の

指標として有用であるか検討した。対象は,pilot study による 3 例と mass screening に

よる 2例を含む O歳から 18歳までの 12例(男女各 6名;21水酸化酵素欠損症 10例,11β水

酸化酵素欠損症 2例)である。測定は immunoradiometric assayを用い,各年齢別の標準値

を算出し比較対照とした。結果は概ね標準値の±SD 前後に入ったが,経過中に

Hydrocortisone を増量した症例や,思春期早発症状のため比較的多量が必要な男児例,あ

るいは思春期が完成し成長が減速した女児では低値であった。血清 BGP は,本症における成

長障害を検討する上での成長の指標として有用と考えられた。今後は,他の成長関連因子や

骨量測定などとの併用で信頼度が上がるものと思われる。 


